タイトルは53文字×2行まで　―講演要旨テンプレート―
タイトルは任意で改行可能・中央揃え

北日本雄1・田畑　衛2・果樹園子3（上付き数字で所属を指定・中央揃え）
1）北日本農研セ・2）北日本防除所・3）北日本果樹研（所属は略称・中央揃え）

講演要旨の余白は上部40mm，左右部20mmです。和文フォントはMS明朝体，英数字はTimes New Romanとし10ポイントで作成してください．句点は全角ピリオド「．」，読点は全角カンマ「，」としてください．タイトルおよび所属の下の行はそれぞれ1行空けます．要旨本文の文字数については，全角53文字×11行＝全角583文字が上限です．
その他書式は，報文の執筆要領（下記）に準じます．
https://sppnj.sakura.ne.jp/toukou_files/shippitsuyouryou_2021.pdf




講演要旨は，本書式に従って作成のうえ，国際文献社の登録サイトからご提出ください.提出された講演要旨は，研究発表会の講演要旨集に掲載されます．
研究発表会終了後，令和8年3月10日（火）17:00までに，研究会報第77号掲載用の講演要旨ファイル（Word形式）を，下記の編集事務局メールアドレス宛にあらためてご送付ください．
[bookmark: _Hlk213145070]※会報掲載のためには，編集事務局への再送付が必要となりますので，ご協力をお願いいたします．
なお，会報掲載版の提出に際しては，誤字脱字などの修正は可能ですが，研究発表会事務局に提出した講演要旨からの大幅な改編はご遠慮ください．
■提出先メールアドレス
虫害分野：kita-e-edit@sppnj.sakura.ne.jp
病害分野：kita-p-edit@sppnj.sakura.ne.jp

Rhizoctonia solani AG-2-1およびAG-2-2 IVによるキャベツ苗立枯病（病原追加）作成例）


岩舘康哉1・西村穂花1・砂子田慎一郎2・藤崎恒喜3・三澤知央4
1）岩手農研セ・2）八幡平普及セ岩手駐在・3）岩手生工研・4）道総研法人本部

岩手県内のキャベツ産地において，定植後の苗立枯れ症状が問題となっており，この被害は根朽病（病原菌：Phoma lingam）によるものと考えられていた．根朽病であれば，清浄なセルトレイ，購入培土を用いることで被害回避できるが，対策を実施しても発生する場合もあることから，他の病原菌が関与している可能性も考えられた．そこで2021年の5月～6月にかけて現地6ほ場で立枯れ症状を示した苗を採集し，病原菌の分離を試みた．結果，根朽病菌が分離されたのは6ほ場のうち1ほ場であり，4ほ場からRhizoctonia solani類似菌が高頻度で分離された．分離菌は，形態的特徴，培養菌叢，温度別菌糸伸長程度，亜群特異的プライマーによるPCRの結果，R. solani AG-2-1（3ほ場）およびAG-2-2 IV（1ほ場）と同定された．分離菌を土壌フスマ培地で培養し，キャベツ（品種：春さやか）幼苗に接種し経過観察した．結果，苗立枯れ症状が再現され，接種菌が再分離された．R. solani AG-2-1およびAG-2-2 IVはキャベツ苗立枯病の病原菌として未報告であることから，これらを本病の病原として追加することを提案する．


